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審   査   の   要   旨 
 本論文は、化合物の変換に伴う課題に対応した生態試料中薬物濃度分析法の開発と題して、これまで
新規医薬品候補化合物の生体試料中濃度分析を行う際にあった、「変換前後の物質の合計濃度を分析す
る際に生じる課題」、「分析対象物質の分解等による濃度低下の課題」、「分析対象物質の代謝物など
の関連物質が分析対象物質に変換するために生じる課題」について、新規フローチャートを構築し、そ
れを適切に組み合わせることで各課題を持つ化合物の生体内濃度測定法開発に結び付けたものである。
健康への関心の高さから病気を治す新薬開発は重要な産業であり、その候補化合物の生体濃度測定法の
開発は非常に重要度の高い研究課題である。 
 著者は、上述した３つの課題について、それぞれ何を主原因と考える必要があるか、効率的な解決に
むけ必要なステップは何か、段階を経て開発した新分析方法が医薬品の承認取得に資する分析方法であ
るか、等を詳細に検討し、最終的に最適なフローチャート作成および分析方法の確立に成功している。 
著者の本研究により、新規医薬品候補化合物などの分析法開発現場における時間や労力を低減させ、
正確で再現性の高い分析方法の新規開発の効率化が可能となるといえる。また、本研究で扱った3つの
化合物について、それぞれの動物体内での動態を明らかにすることができたことで医薬品候補化合物の
開発促進にも大きく寄与している。 
 平成29年1月25日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
